
International Standard for
Testing 【IST】

検査に関する国際基準（2027年版）

2023年版からの主な変更点

注意）
本日時点では、2027年版世界アンチ・ドーピング規程、国際基準の翻訳作業が進行中となっています。
よって、各スライド内で提示している文章は、2027年版の世界アンチ・ドーピング規程、及び国際基準の日
本語訳を正確に反映しているものではなく、趣旨を踏まえた解説のための文章として提示するものです。

世界アンチ・ドーピング規程、国際基準の日本語訳版は、完成次第、JADAのwebサイトで掲示するととも
に、冊子を各団体事務局に送付予定です。



IST主な変更、追加されたポイント
◼ ISTIからISTへ 

◼ 検体分析（オリンピック/パラリンピック前の分析報告について）

◼ 居場所情報の提出に関する変更点

◼ Testing Pool (TP) の変更点

◼ 検体採取者（Sample Collection Personal）の身分証明について

◼ ドーピング検査対象者の身分証明について

◼ シャペロンの定義の明確化と事前トレーニングについて

◼ 障がいを伴う競技者に対する変更（ANNEX A)

◼ 18歳未満の者である競技者の親権者からの同意について（ANNEX B)
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ISTIからIST（International Standard for Testing)へ 

【2027年IST】
【現行】

International Standard
for Testing and Investigation 

Investigationは、IST内での説明ではなく、
独立した国際基準（ISII）として発効される

【改定ポイント】
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【2027年版IST】

【現行】

オリンピック又はパラリンピックに出場（可能性のある）競技者
が出場する最初の競技会より20日以内に採取した検体の
分析については、至急分析等により優先度を高めるべきである

また当該競技者の検体の分析結果は出場する最初の競技
会の72時間前までには報告が完了されていること

検体分析（4.8）オリンピック/パラリンピック前の分析報告について

【改定ポイント】
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【2027年版IST】【現行】

RTPリストにおける競技者の居場所情報義務について、
当該競技者が行うべき義務が詳細に明示化され、
一部変更がされる。

各四半期の前月の15日に（12月15日、3月15日、6月15日、
9月15日）には、次の四半期の居場所情報を提出すること
前月の15日迄に提出がされなかった場合は、居場所情報提出
義務違反の対象となる

RTPリストにおける競技者の居場所情報義務（4.10.6） 

【改定ポイント】
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RTPリストにおける競技者の居場所情報義務 （現状） 

【現行】

＜アスリートへの現状のルールの説明＞

JADAのRTP競技者のルール
として提出期限を設定していた

-7-



【2027年版IST】

RTPリストにおける競技者の責任（4.10.5） 

b) 当該競技者が遵守する居場所情報関連義務

当該居場所情報関連義務は、
競技者がその日（居場所情報提出においてその日について
特定された60分の時間枠の間を含むがこれに限られない）に
ついて自己の居場所情報提出で特定した時間及び場所で

四半期における所与の日での検査のためにADOが競技者の
所在を特定できるようにするために、第4.10.6.2項で概要が
示される居場所情報提出で要請されるすべての情報が正確
かつ十分詳細に提供されることについて、競技者の責任である

【追加されたポイント】
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【2027年版IST】
【現行】

RTPリストにおける競技者が提出する情報（4.10.6.2） 

◼ 2027版IST4.10.6.2 a～dについては、別項にて詳細説明

◼ e、fについては、新たに追加されたポイント

➢ ADAMSへ競技者の写真（パスポートスタイル）を掲載

➢ ADAMSへの電話番号の提示（60分時間枠内終了5分前
に競技者が不在時に連絡するとADOが決めた場合に連絡がと
れるもの）

4.8.8.2

【改定ポイント】
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RTPリストの競技者が提出と更新が必要な居場所情報 （現状） 

＜アスリートへの現状の説明＞
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【2027年版IST】

RTPリストにおける競技者が提出（更新）する情報（4.10.8） 

◼ 競技者が「一泊して朝起きる場所」の居場所情報
提出は必須義務事項となる

◼ もし競技者が宿泊を伴う旅行となり、宿泊先の
住所を提示できない場合は、旅行の詳細情報を
記載して居場所情報を提出する

【現行】

4.8.8.2

【改定ポイント】

4.8.8.2より抜粋
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RTPリストにおける競技者が提出（更新）する情報（4.10.9） 

◼ レギュラーアクティビティの情報提供から 2027年版ISTでは
「主なトレーニング場所」に限定され、居場所情報提出は必須
義務事項となる

◼ 競技者の主なトレーニング場所とは、当該四半期の各日におい
て競技者がその競技のトレーニング又は練習を行う可能性が高
い主なトレーニング場所をいう。競技者が、トレーニング活動を実
施する固定されたトレーニング場所を有しない場合（例えば、
ロードサイクリングやセーリング等）には、競技者は、自己が通常
トレーニングを開始し及び／又は終了する場所の住所を提出

【2027年版IST】【現行】
4.8.8.2

【改定ポイント】

4.8.8.2より抜粋
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【2027年版IST】

【現行】

RTPリストにおける競技者が提出（更新）する情報（4.10.10） 

◼ 競技会/競技大会の居場所情報提出は、
義務事項となる

◼ 四半期ごとの競技会スケジュール予定を提出
変更があった場合にはすぐに更新し、大会初日前
迄には正しく更新していること

4.8.8.2

【改定ポイント】

4.8.8.2より抜粋
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【2027年版IST】

RTPアスリートにおける競技会外検査（OOCT）の計画 

◼ IF及びNADOは、RTPアスリートの競技会外
（OOCT）検査の立案において、60分時間枠外
での検査を少なくとも1回以上実施しなければなら
ない

【追加ポイント】
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※4.10.4.1
IF及びNADOは、RTPアスリートの競技会外
検査の立案において、1年間に少なくとも3回以
上計画しなければならない



【2027年版IST】

Testing Pool（TP：検査対象者リスト）の変更 

◼ Testing Poolが2つの分類に分かれ、IF又は
NADOがTP（検査対象リスト）選手又は
チームを定める

 Individual TP
個人競技のスポーツ/種目

 
Team Sport TP
チーム競技のナショナルチーム
チーム競技のナショナルチーム以外

【改定ポイント】
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【2027年版IST】

ドーピング検査対象選手の身分証明の提示（5.3.7） 

検査管轄機関又は検体採取機関は、検査対象となった
競技者に対し、公的な写真入り身分証明を求めるものとする

公的な写真入り身分証明を携帯していない場合

◼ RTP/TP競技者の場合は、ADAMSの選手の写真と
アスリート情報をDCOが確認する。

◼ (ADAMSでの確認ができない場合)公的な写真入り
身分証明書を提示した第三者が競技者を本人確認する
ことが求められる。

国際大会では、IFやMEOが発行している公式の写真入り
アクレディテーションでも代用可能

【現行】

【改定ポイント】
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【2027年版IST】

Sample Collection Personalの身分証明の携帯（5.3.6） 

Sample Collection Personnel(検体採取要員)
は、2種類の身分証明書を携帯するものとする

◼ 検体採取機関から付与された身分証明書

◼ 公的な写真入りの身分証明 
government issued identify documents
(includes their name and photograph)

【改定ポイント】

【現行】
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【2027年版IST】
【現行】

検体採取要員における要件 シャペロンについて（ANNEX I)

◼ シャペロンの定義の明確化
ボランティアシャペロンは、大会のみ限定して対応

◼ シャペロンへの事前トレーニングの明確化
概念と実技、両方のトレーニングを行うこと

◼ ボランティアシャペロンの身分証明
検体採取機関より発行された臨時アクレディテーショ
公的な写真入り証明書

【改定ポイント】
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【2027年版IST】

障がいを伴う競技者に対する変更（ANNEX A)

視覚障がい又は知的障がいのある競技者については、
DCO及び／又は競技者は、当該競技者が検体採取セッショ
ン中に同伴者が立ち会うか否かを決定することができる。

競技者が同伴者の立ち合いを拒否する場合であっても、DCO
は検体採取セッション中において同伴者を立ち合わせることを検
討すべきである

（コメント AnnexA4.8）が新たに追加された
競技者がSCS中に同伴者の立ち合いを拒否し、又は同伴者が見つからず若しくは連
絡が取れない場合、これは検査を無効化することはないが、DCOにより明確に記録
されるべきである。競技者が同伴者を見つけられるよう促し、また支援するためにDCO
及び／又はシャペロンが行ったその後の対応についても、すべて記録されるべきである

競技者が通告され及び／又は検体を提供するよう要請される場所に物理的に同席
することができないが、バーチャルでSCSに参加することが可能な場合、競技者は、自
らのモバイル端末を用いて、双方向のビデオ及び／又は音声接続を通して自己の同
伴者とバーチャルに接続することができる。同伴者及び競技者はSCSを録画・録音す
ることはできない。

【改定ポイント】
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【2027年版IST】

【現行】

18歳未満の者である競技者の親権者からの同意について（ANNEX B)

18歳未満の者である競技者について、
「親権者からの必要な同意の確認」について
2027年版では削除されている

【改定ポイント】
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